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※この年報のデータは令和３年４月末日現在 PIO-NETに登録されている情報を基にしています。 

 

※PIO-NET：パイオネット。国民生活センターと全国の消費生活相談センターをオンラインネットワー

クで結んだシステム。Practical Living Information Online Network Systemの略。 

 

※原則、年号は省略しています。２年度は令和２年度、３０年度は平成３０年度を表します。 

 

※パーセンテージの記載は端数処理の関係上合計が 100.0％にならない場合があります。 

 

 

PIO-NETに登録した情報の分類について 

◎相談種別 

PIO-NETに登録する相談情報は、まず、「苦情」「問合せ」「要望」の相談種別に分類されます。 

当年報では、全体の受付件数（１～３頁）は、「苦情」「問合せ」「要望」の合計で表し、４頁以降

については「苦情」のみを対象に分析したものを記載しています。 

◎相談の分類 

PIO-NETに登録する相談情報は、相談の主体となる商品・役務（サービス）等を分類する「商品・

役務等別分類」（商品別分類）、その商品・役務等の相談内容を分類する「内容別分類」によっても分

類しています。 

◎当年報では、上記の分類に契約者年齢や取引方法別などの情報を掛け合わせて分析を行っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県及び県内市町村の消費生活相談窓口では、受け付けた相談情報を「全国 

消費生活情報ネットワークシステム」(以下「PIO-NET」という)に登録しています。 

当年報は、その蓄積されたデータを集計・分析し、埼玉県の消費生活相談の 

傾向や特徴を表したものです。 

令和２年度の概要は次のとおりです。 

 

１ 相談（苦情・問合せ等）の総件数は 53,322 件でした。 

・ 前年度 53,997件に比べ 675件（1.3％）の減少となりました。 

  このうち苦情は 49,079件で、総件数の 92.0％を占めます。（⇒Ｐ１） 

・ 高齢者（65 歳以上）の相談は 14,098 件（構成比 28.7％）で、前年度に

比べ 3,899件（21.7％）減少しました。（⇒Ｐ２１） 

・ 若者（29歳以下）の相談は 6,496件（構成比 13.2％）で、前年度に比べ

1,136件（21.2％）増加しました。（⇒Ｐ２３） 

 

２ 通信販売での定期購入に関する相談が増加しています。 

・ 前年度 3,719 件に比べ 600 件（16.1％）増加し、4,319 件の相談が寄せ

られました。特に、高齢者や女性からの相談が増加しています。また、20

歳未満の若者の相談のうち３割を占めています。 

・ インターネットの広告では定期購入と確認できなかった、事業者と連絡

が取れず解約できない、などの相談が寄せられました。（⇒Ｐ３４） 

 

３ 新型コロナウイルスに関連する相談が多数寄せられました。 

・ 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、新型コロナウイルス関連の相談

が 4,151件寄せられました。 

・ 注文したマスクが届かない、結婚式場をキャンセルしたら規定どおりの

キャンセル料を請求された、などの相談が寄せられました。（⇒Ｐ３７） 

 

４ 「保険金が使える」と勧誘する住宅修理サービスに関する相談が大

幅に増加しました。 

・ 前年度の 342 件に比べ 149 件（43.6％）増加し、491 件の相談が寄せら

れました。 

・ 高齢者からの屋根や雨どいの工事や修理に関する相談が多く寄せられま

した。（⇒Ｐ３９） 

令和２年度埼玉県消費生活相談年報のポイント 
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Ⅰ 消費生活相談の受付状況 

１ 相談受付件数 

県及び市町村の消費生活相談窓口で受け付けた２年度の件数は５３，３２２件で、 

元年度と比べ６７５件減少（１．３％減）となった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 相談種別・相談方法別件数 

相談種別別の受付件数は、「苦情」が４９，０７９件で相談全体の９割以上を占めている。 

相談方法は、電話によるものが最も多く、４７，２７４件で全体の約９割弱を占めてい 

る。 

 

  
２年度 元年度 

増減率 % 
件数 構成比% 件数 構成比% 

苦情 49,079 92.0  50,270 93.1  ▲2.4 

問合せ等 4,243  8.0  3,727  6.9  13.8  

計 53,322  100.0  53,997  100.0  ▲1.3  

電話 47,274  88.7  42,890  79.4   10.2 

来所 6,004  11.3  11,061  20.5  ▲45.7  

文書 44  0.1  46  0.1  ▲4.3  

計 53,322  100.0  53,997  100.0   ▲1.3 

       ※「問合せ等」は、買物相談、生活知識等で苦情が発生していない相談。 
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３ 県の受付件数 

 

   

  

  

  

 

 

 

 

 

４ 市町村の受付件数 
（１）市の受付件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

センター ２年度 元年度 
増減 

(％) 

本所  6,833 4,934 38.5 

川越      - 

 

1,691 ▲100.0 

春日部      - 

 

2,452 ▲100.0 

熊谷 2,523 2,217 13.8 

県合計 9,356 11,294 ▲17.2 

※ 令和２年４月１日から本所と熊谷の２所体制と 

  なった。 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

新座市

和光市

志木市

朝霞市

入間市

戸田市

蕨市

越谷市

草加市

上尾市

深谷市

鴻巣市

羽生市

狭山市

春日部市

東松山市

本庄市

加須市

飯能市

所沢市

秩父市

行田市

川口市

熊谷市

川越市 川越市 2,000 1,352 47.9

熊谷市 919 931 ▲ 1.3

川口市 3,032 2,525 20.1

行田市 390 429 ▲ 9.1

秩父市 420 428 ▲ 1.9

所沢市 2,229 2,413 ▲ 7.6

飯能市 644 602 7.0

加須市 653 736 ▲ 11.3

本庄市 305 280 8.9

東松山市 559 526 6.3

春日部市 1,408 910 54.7

狭山市 1,377 1,449 ▲ 5.0

羽生市 168 234 ▲ 28.2

鴻巣市 443 514 ▲ 13.8

深谷市 439 385 14.0

上尾市 1,628 1,815 ▲ 10.3

草加市 1,480 1,383 7.0

越谷市 1,751 1,802 ▲ 2.8

蕨市 158 173 ▲ 8.7

戸田市 726 746 ▲ 2.7

入間市 1,324 1,437 ▲ 7.9

朝霞市 958 824 16.3

志木市 404 439 ▲ 8.0

和光市 704 778 ▲ 9.5

新座市 1,118 1,271 ▲ 12.0

市名 ２年度 元年度
増減率
（％）

さいたま市 11,199 10,823 3.5



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）町村の受付件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
※他市町と相互利用を行っている自治体（令和３年３月３１日現在） 

 ①宮代町、杉戸町   ②本庄市、上里町   ③毛呂山町、越生町、鳩山町 

※協定により、相談窓口を開設していない自治体（令和３年３月３１日現在） 
  横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町  →  秩父市が実施 
  美里町、神川町  →  本庄市、上里町が実施 
  滑川町、川島町、吉見町、嵐山町  →  東松山市が実施 

 

市町村合計 43,966 42,703 3.0 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000
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八潮市

北本市

久喜市

桶川市

市名 ２年度 元年度
増減率
（％）

桶川市 451 420 7.4

久喜市 514 645 ▲ 20.3

北本市 356 353 0.8

八潮市 401 362 10.8

富士見市 645 540 19.4

三郷市 589 541 8.9

蓮田市 341 424 ▲ 19.6

坂戸市 595 477 24.7

幸手市 230 200 15.0

鶴ヶ島市 534 510 4.7

日高市 219 219 0.0

吉川市 270 283 ▲ 4.6
ふじみ野市 787 781 0.8

白岡市 225 318 ▲ 29.2

市　計 42,593 41,278 3.2

町村名 ２年度 元年度
増減率
（％）

伊奈町 183 171 7.0

三芳町 121 214 ▲ 43.5

毛呂山町 35 65 ▲ 46.2

越生町 49 44 11.4

小川町 197 166 18.7

鳩山町 39 38 2.6
ときがわ町 31 53 ▲ 41.5

東秩父村 8 5 60.0

上里町 119 145 ▲ 17.9

寄居町 157 166 ▲ 5.4

宮代町 108 80 35.0

杉戸町 174 83 109.6

松伏町 152 195 ▲ 22.1

町村　計 1,373 1,425 ▲ 3.6
0 50 100 150 200 250

松伏町
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寄居町
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東秩父村

ときがわ町
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男性

23,042件

46.9%

女性

24,377件

49.7%

団体

673件

1.4%

不明

987件

2.0%

性別構成比
20歳未満

1,440件

2.9%

20歳代

5,056件

10.3%

30歳代

5,377件

11.0%

40歳代

7,262件

14.8%

50歳代

7,670件

15.6%

60歳代

6,510件

13.3%

70歳以上

10,736件

21.9%

不明･団体

5,028件

10.2%

年代別構成比

Ⅱ 苦情相談の概要 

 これ以降は、苦情相談４９，０７９件についての集計・分析である。 

１ 契約当事者の状況 

（１）性別・年代別件数 

 契約当事者の性別の構成は、「女性」が４９．７％であるのに対し、「男性」は 

４６．９％で、元年度に引き続き「女性」が「男性」を上回った。 

 件数においては、「女性」が２４，３７７件で元年度の２７，５１６件から 

３，１３９件減少（１１．４％減）した一方、「男性」は２３，０４２件で元年度の 

２１，２４０件から１，８０２件増加（８．５％増）した。 

 契約当事者の年代別構成をみると、２０歳未満から５０歳代までの年代においてそれ

ぞれ件数が増加している一方、６０歳代以上の件数は減少している。特に大きく減少し

たのは７０歳以上で、元年度１３，９０９件から２年度１０，７３６件と３，１７３件

減少（２２．８％減）した。 
 

  ※ 「契約当事者」とは、商品やサービスを実際に契約した人及び契約しようとした人で、契約 

   書面上の名義人とは異なる場合がある。 

  

 

  

          

  

 

 

 

  

 

    

 

性別・年代別件数 

男 女 団体 不明 合 計 構成比 男 女 団体 不明 合 計 構成比

(65歳以上) (7,353) (6,674) (71) (14,098) (28.7%) (7,121) (10,784) (92) (17,997) (35.8%)

７０歳以上 5,571 5,104 61 10,736 21.9% 5,322 8,509 78 13,909 27.7%

６０歳代 3,290 3,198 22 6,510 13.3% 3,193 4,298 25 7,516 15.0%

５０歳代 3,403 4,244 23 7,670 15.6% 3,033 4,239 24 7,296 14.5%

４０歳代 3,193 4,042 27 7,262 14.8% 2,953 3,682 21 6,656 13.2%

３０歳代 2,461 2,882 34 5,377 11.0% 2,156 2,301 14 4,471 8.9%

２０歳代 2,344 2,685 27 5,056 10.3% 2,035 2,048 21 4,104 8.2%

２０歳未満 713 705 22 1,440 2.9% 678 560 18 1,256 2.5%

不明・団体 2,067 1,517 673 771 5,028 10.2% 1,870 1,879 744 569 5,062 10.1%

合　計 23,042 24,377 673 987 49,079 100.0% 21,240 27,516 744 770 50,270 100.0%

構成比 46.9% 49.7% 1.4% 2.0% 100.0% 42.3% 54.7% 1.5% 1.5% 100.0%

元年度２年度
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（２）職業別件数 

 職業別件数は、多い順に「給与生活者」、「無職」、「家事従事者」、「自営・自由業」「学

生」で、この順位は元年度と同様であった。 

 最も増加率が高かったのは「自営・自由業」からの相談で、元年度から３３３件増加 

（１４．２％増）し、２，６７２件となった。次いで、「給与生活者」が元年度より 

２，２９２件増加（１２．７％増）し、２０，３７５件であった。双方ともに、新型コロ

ナウイルスに関連する相談や、健康食品の定期購入に関する相談の増加が見受けられた。 

 一方、大きく減少したのは「家事従事者」であり、元年度から２，３５９件減少 

（２７．０％減）し、６，３８０件となった。これについては、はがきによる架空請求が

大幅に減少したことが要因と考えられる。 

 

  

職業別構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業別件数 

  ２年度 元年度 
増減率 (％) 

  件数 構成比 (％) 件数 構成比 (％) 

給与生活者 20,375    41.5 18,083 36.0 12.7 

無職 12,328 25.1 13,716 27.3  ▲10.1 

家事従事者 6,380 13.0 8,739 17.4 ▲27.0 

自営・自由業 2,672  5.4 2,339 4.7  14.2 

学生 2,144 4.4 2,037 4.1 5.3 

団体 661 1.3 731 1.5     ▲9.6 

不明・その他 4,519   9.2 4,625 9.2 ▲2.3 

合 計 49,079 100.0 50,270 100.0  ▲2.4 
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２ 相談内容 

商品・サービスや販売方法等の名称については、用語の解説（Ｐ５４）を参照してく

ださい。 

 

（１）商品・サービス別件数 

最も件数が多かった相談は、電話サービスやインターネット等の「運輸・通信サービ

ス」の８，５１８件である。元年度に比べ１９７件減少（２．３％減）した。光ファイ

バーに関する相談が減少した反面、デジタルコンテンツに関する相談が増加している。 

次いで多かった相談は、「食料品」の４，２６５件である。元年度に比べ７０１件増加

（１９．７％増）した。特に、健康食品の定期購入に関する相談が増加している。 

商品・サービスが特定できない場合に分類される「商品一般」に関する相談が 

４，２０３件と続いている。元年度に比べ５，３８８件減少（５６．２％減）した。特

に、はがきによる架空請求が著しく減少した。 

増加率が高かったのは「保健衛生品」に関する相談４，０８６件で、元年度の 

２，６２１件から１，４６５件増加（５５．９％増）した。なかでもマスクに関する相

談が増加している。 

そのほか、「教養娯楽品」（２９．５％増）、「被服品」（３５．７％増）、「住居品」 

（３９．３％増）に関する相談も大幅増となった。 
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より細かい商品・サービス別に見ると、「商品一般」、「デジタルコンテンツ」、「他の

健康食品」、「不動産貸借」、「工事・建築」に関する相談が上位を占める。 

さらに年代別の特徴をみると、２０歳未満では健康食品（「他の健康食品」「健康食

品＠」）や化粧品（「他の化粧品」）に関する相談が上位を占める。これらは通信販売の

定期購入に関する相談が主である。 

２０歳代では「他の内職・副業」に関する相談が多く、３０歳代では、「インターネ

ット接続回線」に関する相談が多い。 

４０歳代では「保健衛生品その他」についての相談が、５０歳代以上では「工事・

建築」の相談が多くなる。 

６５歳以上で多くなる「役務その他サービス」には、インターネットの有料質問サ

イトに関する相談や、火災保険申請サポートに関する相談などが含まれる。 

 

商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数

1 商品一般 4,203 デジタルコンテンツ 422 デジタルコンテンツ 696

2 デジタルコンテンツ 4,182 他の健康食品 231 不動産貸借 332

3 他の健康食品 2,256 他の化粧品 104 商品一般 256

4 不動産貸借 1,995 商品一般 46 他の健康食品 227

5 工事・建築 1,806 健康食品＠ 44 他の内職・副業 182

商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数

1 デジタルコンテンツ 422 デジタルコンテンツ 556 商品一般 635

2 不動産貸借 407 商品一般 548 デジタルコンテンツ 634

3 商品一般 321 他の健康食品 478 他の健康食品 456

4 他の健康食品 232 不動産貸借 344 不動産貸借 270

5 インターネット接続回線 127 保健衛生品その他 210 工事・建築 259

商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数 商品・サービス等 件数

1 商品一般 685 商品一般 1,207 商品一般 1,583

2 デジタルコンテンツ 571 工事・建築 715 デジタルコンテンツ 984

3 工事・建築 296 デジタルコンテンツ 682 工事・建築 877

4 他の健康食品 281 インターネット接続回線 423 インターネット接続回線 542

5 保健衛生品その他 228 役務その他サービス 365 役務その他サービス 458

各年代毎の商品・サービス別件数（令和２年度・上位５項目）

順位
全年代 20歳未満 20歳代

順位
30歳代 40歳代 50歳代

順位
60歳代 70歳以上 高齢者（65歳以上）

※ PIO-NETでは、健康食品を「酵素食品」「高麗人参茶」などに分類しているが、どの分類にも属さない健康食品を「他 

   の健康食品」としている。また、健康食品ではあるが、それ以上特定できない健康食品を「健康食品＠」と表示している。 
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（２）内容別件数（複数選択項目） 

多くの相談が「契約・解約」及び「販売方法」に関するものとなっており、元年度と

比べ順位の変動はあるものの構成比に大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）契約金額別件数（金額が判明したものに限る。契約していない場合は請求された額） 

２年度の契約購入金額が判明している相談は２４，７４６件（相談全体の５０．４％）

で、合計金額は約２０２億円、１件当たりの平均契約金額は約８１万５千円であった。 

元年度に比べ合計金額は約２１億９千万円、平均契約金額は約１９万７千円減少した。 

 最も相談が多かった契約購入金額帯は「１万円以上１０万円未満」である。前年度

比１２．４％増で、健康食品の定期購入、情報商材や副業などに関する相談の増加が

みられた。 

 また、「５００万円以上１億円未満」の相談は１２．５％減、「１億円以上」の相談は

１６．７％減となった。契約金額が高額になる住宅に関する相談や融資サービスに関す

る相談等に減少がみられた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 全件数比% 件数 全件数比%

1 契約・解約 37,680 76.8 38,772 77.1 ▲ 2.8

2 販売方法 26,652 54.3 27,577 54.9 ▲ 3.4

3 価格・料金 7,010 14.3 6,882 13.7 1.9

4 接客対応 7,008 14.3 6,191 12.3 13.2

5 品質・機能・役務品質 5,068 10.3 4,906 9.8 3.3

6 表示・広告 4,323 8.8 3,233 6.4 33.7

7 安全・衛生 1,392 2.8 1,375 2.7 1.2

8 法規・基準 967 2.0 855 1.7 13.1

9 計量・量目 47 0.1 28 0.1 67.9

10 施設・設備 46 0.1 56 0.1 ▲ 17.9

11 包装・容器 25 0.1 34 0.1 ▲ 26.5

12 その他 468 1.0 463 0.9 1.1

全件数 49,079 100.0 50,270 100.0 ▲ 2.4

※「全件数比」は、全件数のうち「分類」項目の内容が含まれていた相談の割合を示す。

増減率（％）順位 分　類
２年度 元年度

内容別件数（複数選択項目）

件数 構成比% 件数 構成比%

1万円未満 7,122 28.8 5,682 25.7 25.3

1万円以上 10万円未満 8,665 35.0 7,712 34.9 12.4

10万円以上100万円未満 6,265 25.3 6,003 27.2 4.4

100万円以上500万円未満 2,046 8.3 1,961 8.9 4.3

500万円以上  1億円未満 643 2.6 735 3.3 ▲ 12.5

1億円以上 5 0.0 6 0.0 ▲ 16.7

24,746 100.0 22,099 100.0 12.0

▲ 9.8

▲ 19.4

契約購入金額
２年度 元年度

　　計　　

契約金額別件数（契約購入金額が判明しているもの）

増減(%)

　平均金額 814,790円 1,011,372円

 総合計金額 20,162,782,557円 22,350,315,994円
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（４）年代別平均契約金額（金額が判明したものに限る。） 

最も高額なのは「３０歳代」の１３０万８千円であるが、元年度と比べ２６万９千円

減少（１７．１％減）した。次いで高額なのは「２０歳代」の８６万４千円であるが、

元年度と比べ３万３千円増加（４．０％増）した。元年度は７０歳以上が第２位であっ

たが、２年度において平均契約金額が減少し、２０歳代が第２位となった。 

元年度と比較すると、２０歳代以外のすべての年代で平均契約金額は減少しており、

契約金額の低額化がみられた。これは、比較的少額の相談が増えたことが主な原因であ

る。 

平均契約金額の減少幅が最も大きかったのは、「６０歳代」の２８万７千円減少である。

住宅ローンや投資用マンションに関する相談が減少し、健康食品や化粧品などの定期購

入や、マスクに関する比較的少額な相談が増加したことが平均契約金額を押し下げた。 

しかし、２０歳代に限っては平均契約金額が増加している。特にエステティックサー

ビスに関する相談や、結婚式に関する相談などの比較的高額な相談が増加し、これらが

平均契約金額を押し上げている。 
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（５）処理内容    

相談・苦情の処理に当たっては、自主交渉によりトラブルが解決されるよう消費者に

助言を行っているが、相談者と事業者との交渉力・情報力の差から必要と判断した場合

には消費者と事業者間の「あっせん」を行っている。 

最も多いのは「助言（自主交渉）」の３２，４９８件であり、全体の６６．２％を占め

る。また、「あっせん」を行った件数（「あっせん解決」と「あっせん不調」の件数を合

計したもの）は、５，６３０件であった。「あっせん」を行った相談の内容としては、健

康食品の定期購入トラブルに関するものや、光回線等の電気通信サービスに関するもの

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「処理内容」の定義は以下のとおり。 

 助言(自主交渉)：自主交渉で解決する可能性があり、自主解決の方法をアドバイスしたもの。 

 情  報  提  供：消費生活センターの業務範囲であり、トラブルが発生しているもので、 

                   弁護士会等の他機関を紹介したもの、又はトラブルが発生していないもので、 

          一般的なアドバイスをしたもの。 

 あっせん解決：あっせんを行った相談で解決がみられたもの。 

 あっせん不調：あっせんを行ったにもかかわらず解決をみなかったもの。 

 他 機 関 紹 介：労働相談など消費生活センターの業務範囲ではないため、本来の相談機関を 

          紹介したもの。 

 処  理  不  要：相談者が情報提供しただけで処理を望んでいないもの、又は相談者が相談を 

          取り下げたもの。 

  処 理 不 能：相談者に連絡がとれなくなったもの、又は事業者が倒産等によって連絡がとれ 

なくなったもの。 

件数 構成比 % 件数 構成比 %

1 助言（自主交渉） 32,498 66.2 33,035 65.7 ▲ 1.6

2 情報提供 8,361 17.0 8,930 17.8 ▲ 6.4

3 あっせん解決 5,010 10.2 5,073 10.1 ▲ 1.2

4 処理不要 1,045 2.1 1,163 2.3 ▲ 10.1

5 他機関紹介 760 1.5 652 1.3 16.6

6 あっせん不調 620 1.3 518 1.0 19.7

7 処理不能 521 1.1 473 0.9 10.1

処理継続中 264 0.5 426 0.8 ▲ 38.0

合　　計 49,079 100.0 50,270 100.0 ▲ 2.4

処理内容別件数

順位 処理内容
２年度 元年度

増減(%)
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（６）商品テストを行った相談 

令和２年度は１７件の商品テストを行った。商品分類別にみると、保健衛生品７件 

（４１．２％）、クリーニング５件（２９．４％）、住居品３件（１７．６％）などで

あった。 

分類 件数（構成比） 主なテスト事例 

  件名 テスト結果の概要 

保健 

衛生品 

7 (41.2%) マスクの異物 

 

使い捨てマスクの不織布に発がん性物質が入っていないか心配だ。 

→発がん性物質の１つであるホルムアルデヒドの有無を確認したが検出され

なかった。不織布にも異常はみられなかった。 

   除菌用アルコ

ールの濃度 

アルコールの濃度が表示より低いように思われる。 

→表示通りの濃度であることを確認した。 

   ヘアアイロン

の温度異常 

ヘアアイロンの持ち手の一部が熱くて危険だ。 

→当該箇所について、法令に定められた温度を超えていることを確認した。

原因特定のため、外部試験機関に詳細調査を依頼した 

クリー 

ニング 

5 (29.4%) 婦人用コート

の穴 

婦人用コートをクリーニングに出したところ、穴が空いた状態で戻ってきた。 

→マイクロスコープ等で調査したところ、断面の形状から、機械的な力により

切断されたと推定された。 

   毛布 毛布をクリーニングに出したところ、変色した状態で戻ってきた。 

→マイクロスコープ等で調査したところ、使用により汚れ等が徐々に蓄積し、

ドライクリーニングで落ちなかった汚れの一部が色の濃淡としてあらわれ、色

が変化したように見えたと推定された。 

住居品 3 (17.6%) バッテリーパ

ックの火災 

インターネットで購入した外国製のバッテリーパックを充電していたところ、炎

を上げて燃えた。 

→製品に法に基づく表示の不備を確認したため、関係機関（埼玉県化学保安

課）に情報提供した。発火原因については、損傷が酷く特定することができな

かった。本件は火災が発生する重大事故であったため、外部試験機関に詳細

調査を依頼した。 

   蛇口から異物 キッチン用水栓から黒い異物が出てくる。異物が何か知りたい。 

→マイクロスコープ等で調査したところ、カビと推定された。 

教養 

娯楽品 

1 (5.9%) ゴルフシュー

ズで転倒 

９か月前に購入したゴルフシューズを初めて使用したところ、転倒して重傷を

負った。 

→シューズの左右を比較して、右足の靴底が明らかに劣化している事を確認

したが、劣化に至る原因は特定することができなかった。本件は使用者が重

傷を負う重大事故であったため、外部試験機関に詳細調査を依頼した。 

食料品 1 (5.9%) ブロッコリー

の異臭 

減農薬ブロッコリーを購入したところ、ガソリンのような異臭がした。 

→ブロッコリー由来の臭気成分であるジメチルスルフィドが多く含まれている

と推定された。当該成分は濃度が濃くなると石油のようなにおいを感じると言

われるものである。 

合計 17 (100%)   
 




